
 

国立大学法人豊橋技術科学大学 Press Release 
 

２０２５年１０月１４日 

 

＜概要＞ 

豊橋技術科学大学情報・知能工学系認知神経工学研究室と視覚認知情報学研究室の研究

チームは、VR（仮想現実）空間内での観察者の対人行動が、他者への表情認知に影響を与

えることを明らかにしました。特に、観察者自らが相手から距離をとる行動（回避）をとっ

た場合、相手の表情をより「怒っている」と認知することが分かりました。この研究成果は、

コミュニケーションにおける無意識のバイアスを理解する上で重要な知見となります。本

研究の成果は、2025 年 7 月 31 日に『International Journal of Affective Engineering』誌のオン

ライン版で公開されました。https://doi.org/10.5057/ijae.IJAE-D-24-00049 

 

＜詳細＞ 

私たちは、日常的に他者の表情からその感情を読み取り、それに応じて自身の行動を変化

させています。例えば、笑顔の人にはより近づきやすかったり、怒っている人からは距離を

置こうとしたりした経験はないでしょうか。このように、他者の表情が私たちの行動に影響

を与えることは科学的にもよく知られていましたが、私たち自身の行動が他者への表情認

知にどのように影響するのかは、これまで十分に解明されていませんでした。 

そこで本研究チームは、この「観察者行動が表情認知に与える影響」を検証するため、VR

を用いた３つの心理物理実験を行いました。参加者はヘッドマウントディスプレイを装着

し、4 つの異なる状況下で VR 空間内に表示される 3D モデルの顔（アバターの表情）を観

察しました。 

(1) 能動的接近： 参加者自身がアバターに近づく  

(2) 能動的回避： 参加者自身がアバターから離れる  

(3) 受動的接近： アバターが参加者に近づいてくる  

(4) 受動的回避： アバターが参加者から離れていく  

アバターの表情は、「幸せ顔」から「怒り顔」まで 7 段階で連続的に変化させたものを使

用し、参加者は各条件下で、アバターの表情が幸せ顔に見えたか、それとも怒り顔に見えた

かを応答しました。 

実験の結果、参加者が自らアバターを避ける行動（能動的回避）をとった場合に、相手の

表情をより強く「怒り」として知覚することがわかりました。この結果は、脅威となりうる

対象から距離を置こうとする自己の行動が、相手の表情を「より脅威的（怒り）」であると

解釈するバイアスを生じる可能性を示唆しています。 

本研究の第一著者である情報・知能工学専攻博士後期課程 3 年小林優吾氏は、「今日、ビ

デオ会議など自身の行動が乏しいコミュニケーション手法が増えましたが、対面での自身

の行動を伴うコミュニケーションのほうがより自然に相手の表情を認知できるのかもしれ

ません。」と説明しています。 

 

表情認知は自身の行動によっても変化する 
～他者へ近づく・遠ざかることで他者の表情の見え方が変わる～ 

https://doi.org/10.5057/ijae.IJAE-D-24-00049


＜今後の展望＞ 

本研究は、観察者自身の行動により他者への表情認知が変化することを示しました。今後

はこの観察者の行動に含まれる、運動した感覚や、視界の変化、自身が動こうとする意志な

ど、どのような要因がこの表情認知の変化に重要なのかを検討していきます。 

 

 

図： アバターが参加者から離れるよりも参加者自身がアバターから離れる場合に、参加者はアバターがより怒って

いると認知した。 
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